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て,迎動器官としての頚安な役割を兄している｡
喉頭の山光点は.古生代の肺魚に山現した括約緑
維のみの気道防御裟把から,進化の過程で括約緑
経に加えて,入口郡を開く拡大緑経も加わる｡両
生規では,内喉頭筋群を付rJさせる炊冊も生じる｡
中生代の帽虫gl･.持切から,新生代の企虫性原始
哨乳矧 こかけての喉頭では,内喉頭筋群と炊冊と
の分化がすすみ,箱型に枠組みされた頑丈な喉頭
ができあがる｡
サル･ヒトの運動器官としての喉頭括約作用は,
喋下時,息こらえ時あるいは発声時に,内喉頭筋
群による効率のよい気道の閉鎖(on)･開放(or√)
の働きをする｡この括約作用は,構造的にも機能
的にも,新生代初頭の嘱乳頬の適応放散からの新
しい系統,すなわち,霊長頬化 (primatization)
の時代に革新的に増強された｡
この霊長類化の時代に.喉頭括約作用が革新的
に増強された要因として,地上性の食虫性原始嘱
乳煩が,新しい生態圏である三次元樹上空間で,
前肢による枝から枝への敏捷な行動を促進させた
息こらえをあげることができる｡そして,この
｢息こらえ｣と前肢との相乗効果が,サルの三次
元樹上空間への適応力を革新的に高めたと考え
る｡
すなわち,ヒトを含む霊長輯各分校群に共通し
て認められた前部声門の完全閉鎖をはじめとする
喉頭の括約作用は,地上性の食虫性原始嘱乳類の
系統から,新しい生態圏である三次元樹上空間へ
の運動適応という運動革命に基づく適応形質であ
り,機能と結論する｡
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著者らは芸長規上肢の系統発生学的研究を継続
してきた｡本年度の成果は以下の通りである｡
①スローロリス上肢の皮神経 ･.スローロリス1頭
(両側)で,脱神経芯の形倍と上肢の皮神経を観
察した｡ヒトと比較して所見の特徴を述べる｡1:
肩甲上神経由来らしい三角筋をrIく皮枝がある｡
2:下外側上腕皮神経と後上腕皮神経は区別でき
ない｡3:厳満で暁骨神経から詐上糊筋の支配枝
と共に起こる皮神経 (左では内側神経束からも束
を受ける)があり.上腕内側遠位部に分布する｡
この皮枝は起始ではヒトの後上腕皮神経に,分布
餌域ではヒトの内側上腕皮神経に相当する｡内側
神経炎からの内側上腕皮神経はない｡4:肋間上
腕神経は右は第1-3肋間神経の,左は第2-4
肋間神経の外側皮枝に由来し,細い前枝と太い後
枝が区別できる｡5:境骨神経浅枝はヒトと異な
り,腕暁骨筋だけでなく,長･短墳側手根伸筋の
深部を走り,それらの停止腔の尺側から皮下に出
現する｡6:前腕屈側遠位部には正中神経と尺骨
神経が紬枝を与える｡7:指縁を1(母指横側縁)
から10(小指尺側緑)まで番号で表現すると,辛
掌では正中神経が1-7.尺骨神経質枝が6-10,
手背では外側前腕皮神経が1-3,校骨神経浅枝
が 4(左では3)-9,尺竹神経背枝が8-10
であった｡8:正中神経の枝で母指暁側線に分布
する神経は前腕遠位部で本幹から岐かれ,屈筋支
帯をくぐらずに母指外転筋をrIき,母指球筋に筋
枝を与えながら母指班側線に向かう｡
②原猿類前腕屈筋の系統発生学的研究 :スレンダー
ロリス,オオガラゴ,メガネザルで浅指屈筋を観
察し.浅指屈筋の近位と遠位の2筋炎が癒合して
いることを確認した｡昨年度までの木研究で,原
猿頬中キツネザル上科ではこの2筋束が完全に独
立しており,スローロリスでは癒合していること
を報告した｡本筋の構成型に系統的意義がある可
能性があるので更に検討を進めたい｡
③ツパイの手掌筋支配神経の分枝バターン:ツパ
イの手掌筋支配神経の分枝パターンを調査した｡
母指球筋と第1虫様筋は正中神経に,小指球筋.
第2-4虫様筋,骨問筋と母指内転筋は尺骨神経
に支配される｡これら支配枝の分枝パターンは大
筋においてヒト,オランウータンのものと一致す
る｡
計画8-7:
チンパンジーの2足歩行における体軸の回転に関
する研究
中野良彦 (日本モンキーセンター)
これまで,霊長類の2足歩行に関する運動学的
研究は,前後方向への運動変位に注目した2次元
的な分析を中心に行われてきた'.しかし,チン-.
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